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ＮＧＫグループ「ＣＳＲ調達ガイドライン」 

日本ガイシグループは、公正・自由・透明な取引を実践し、材料、部品、装置などを調達するお取引様の

皆様とともに、ＣＳＲ活動を推進してまいります。 

そのため、以下に定める「ＣＳＲ調達ガイドライン」へのご理解と賛同をお願いするとともに、皆様のお取引

先に対しても同様な取り組みを展開していただくようにお願いいたします。 

 

［ＣＳＲ調達ガイドライン］ 

■ 門戸開放（０ｐｅｎ ＆ Ｆａｉｒ） 

１．オープンで公正かつ公平な調達 

１－１ 「腐敗防止」 

不当な利益、優遇措置の取得、維持を目的に、あらゆる利害関係者への違法な贈与、支払い、対

価、金銭的または金銭以外の利益供与などの贈賄は行わない。 

１－２ 「知的財産権の尊重、保護」 

自社保有、あるいは自社に帰属する知的財産権を保護するとともに、第三者の知的財産の不正入

手、使用、権利侵害を行わない。 

また偽造／模倣品の排除に向け必要かつ適切な措置を講じる。 

１－３ 「競争法の順守」 

各国、地域の競争法を順守し、私的独占、不当な取引制限、優越的地位の濫用などの不公正な取引

を行わない。 

１－４ 「輸出管理関連法規の順守」 

各国、地域の法令等で規制される技術、物品などの輸出に関して、適切な輸出手続き、管理を行う。 

１－５ 「責任ある資源、原材料調達」 

人権侵害、貧困などの社会問題を引き起こす原因となり得る原材料（例、紛争鉱物：コンゴ民主共和

国、および隣接諸国から産出されるスズ、タンタル、タングステン、金の４種鉱物で、かつ同地域の武

装勢力の資金源となっている鉱物）の使用による地域社会への影響を考慮した調達活動を行うものと

し、懸念のある場合には使用回避に向けた施策を行う。 

１－６ 「利益相反の防止」 

利益相反となる可能性のある状況を適切に管理し、適時に必要な措置を講じるための態勢整備を継

続的に行う。 

１－７ 「情報の開示と正確な記録」 

社会が必要とする情報は正確かつ速やかに開示する。また適時・適切な情報開示を行うため、法令・

社内ルールの遵守に加え、内部統制システムの確立と適切な運用により、財務情報及び 

その他の情報について正確な記録の作成と報告を行う。 
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２．競争原理と経済性の追求 

２－１ 「競争原理と経済性の追求」 

資材調達では市場の競争原理に基づいて、最適な品質のものを、適切な価格で、最短納期、かつ長

期に安定して提供できるように継続して努める。 

 

■ 共存共栄（Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ） 

３．サプライヤーとの相互信頼に基づく相互繁栄 

３－１ 「ステークホルダーへの情報開示」 

経営、財務、環境保全、社会貢献などの有用な情報をステークホルダーに対して、適時、適切に開示

するとともに、オープンで公正なコミュニケーションを通じてステークホルダーとの相互理解、信頼の維

持、発展に努める。 

３－２ 「情報セキュリティー」 

コンピューターネットワーク上の脅威に対する防御策を講じて、自社および他社に被害を与えないよう

管理する。 

また、顧客、第三者、従業員の個人情報、および顧客、第三者の機密情報は、正当な方法で入手す

るとともに、適切な範囲で利用し、厳重に管理、保護する。 

３－３ 「地域への貢献」 

良き企業市民として、事業所の所在する地域社会および国際社会に貢献できる活動を積極的に継続

する。 

 

■ 社会的協調（Ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐ ｗｉｔｈ Ｓｏｃｉｅｔｙ） 

４．法の順守 

４－１ 「法令の順守」 

各国、地域の法令を順守する。 コンプライアンスの徹底のための全社的な方針や体制、行動指針、

教育などの仕組みを構築、運用する。 

４－２ 「人権尊重／差別の撤廃」 

基本的人権を尊重し、人種、国籍、信条、性別、障害などによる差別行為は行わず、機会の均等な付

与と公正な処遇を行う。 

４－３ 「ハラスメントの防止」 

職場におけるハラスメントの発生を防止し、発生があった場合には迅速に適切な対応をとる。 

４－４ 「強制労働の禁止」 

全ての労働は自発的であること、および従業員が自由に離職できることを保証するとともに、強制労

働を行わない。 

４－５ 「児童労働の禁止/若年労働者」 

人権を尊重し、強制労働や児童労働のない事業活動を行う。また、各国および地域の労働関連の法

令を尊重し、若年労働者へ適正な労働条件を提供する。 
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４－６ 「賃金」 

最低賃金、超過勤務、賃金控除、出来高賃金、その他給付などに関する各国、地域の法令を順守す

る。 

４－７ 「労働時間」 

従業員の労働時間の決定、および休日、年次有給休暇の付与などについて、各国、地域の法令を順

守する。 

 

４－８ 「安全衛生」 

従業員の職務上の安全、健康を満たす職場環境を確保するとともに、事故、災害の未然防止に努め

る。 

４－９ 「従業員との対話・協議」 

従業員は報復、脅迫や嫌がらせを恐れずに、経営層と対話・協議などのコミュニケーションをとること

ができる。 

４－１０ 「結社の自由と団体交渉の権利」 

各国、地域の法令に基づき、従業員の結社の自由および団体交渉に関する権利を尊重する。  

４－１１ 「反社会的勢力の排除」 

社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力および団体との関係を排除する。 

４－１２ 「土地などの利用に伴う強制退去・はく奪の回避」 

事業活動にともなう土地、森林、水資源の取得、開発、またはその他目的の使用において、強制立ち

退きや対象資源の収奪を行うなど、先住民やその他関係者の権利を侵害しない。 

４－１３ 「民間、または公的な治安・警備部隊の不適切利用の回避」 

人権や第三者の権益の侵害につながるような治安・警備部隊の保有・利用は行わない。 

 

５．地球環境の保護 

５－１ 「法令の順守」 

各国、地域の環境関係法令などを順守する。 

５－２ 「環境マネジメント」 

全社的な環境管理システムを構築し、継続的な運用、改善に努める。 

５－３ 「温室効果ガスの排出削減」 

事業活動における温室効果ガスの排出管理を行い、削減活動を推進する。 

５－４ 「省資源、廃棄物削減」 

廃棄物の適正処理を行うとともに、発生量抑制、リサイクルを推進し資源の有効活用に努める。 

５－５ 「化学物質管理」 

事業活動で使用する化学物質を適正に管理、削減して、大気、水、土壌などの汚染防止に努める。 

また、製品に含有する化学物質の確実な管理に取り組む。 

 

５－６ 「生物多様性保全への取組み」 

生物多様性保全に向けた取組みに努める。 
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５－７ 「水資源への取組み」 

各生産拠点における水資源に関するリスク管理と水利用効率化への取組みに努める。 
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■ ＮＧＫグループ「ＣＳＲ調達ガイドライン」への同意、および貴社サプライチェーン 

への周知・展開について 

本ガイドライン内容・本趣旨への同意および、貴社サプライチェーンへの周知・展開をお願いします。 

また責任と権限を持つ方のご署名をお願いします。 

 

 貴社ご署名者 

会社名  _____________________________________________________________________________________  

部署名  _____________________________________________________________________________________  

役 職  _____________________________________________________________________________________  

お名前  _____________________________________________________________________________________  

Ｅ-Ｍａｉｌアドレス  ____________________________________________________________________________  

上記同意、および貴社サプライチェーン全体への周知・展開の確認については、日本ガイシグループでの 

共同利用とさせていただきます。 

本確認結果、ご提供いただきました個人情報（氏名、連絡先など）は、本目的以外では使用いたしません。 

なお、お願いする内容に関してご賛同をいただけない場合は、その旨を文書にてご連絡をいただき

ます ようにお願いします。 
 

共同利用に関する管理責任者：日本ガイシ株式会社 資材部 

※ 具体的なグループ企業名は下記の日本ガイシホームページに掲載しています。 

https://www.ngk.co.jp/info/network/index.html 

 


